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１．はじめに 

教職大学院は，複雑化・多様化する学校教育の諸

課題に対応しうる，高度な専門性と豊かな人間性・

社会性を備えた力量ある教員の養成を使命とする

ものである。本学では平成28年度の開設に向けて，

その運営方法や教育内容など鋭意準備中である。 

本学教職大学院では，現職院生（教職に就きなが

ら教職大学院に研修派遣された者）と学卒院生（教

育学部を卒業し教職大学院に進学した者）各8名，

計16名を定員とする。教職大学院修了後，現職院

生はミドルリーダーとして，学卒院生にはスーパー

ルーキーとしてそれぞれ学校現場で活躍すること

が期待されている。 

そのための重要なカリキュラムの一つに実習科

目がある。これは教育学部段階の，教員免許取得要

件としての教育実習とは一線を画すものであり，冒

頭に記したような，教員としての力量を高めること

をめざす。具体的な実習内容には「学校マネジメン

ト力開発実習」「授業力開発実習」「子ども支援力開

発実習」「特別支援教育力開発実習」がある。 

これらのうち，「学校マネジメント力開発実習」

は，現職院生と学卒院生ではその内容が大きく異な

る。具体的には，現職院生は，教育委員会や教育事

務所，教育センター等での実習を行う。これは，管

理職や指導主事としての力量形成を狙うものであ

る。一方，学卒院生は実習校での実習を行う。これ

は，学校組織の全体像や校務分掌の具体を知り，主

事主任の下で校務の有力な担い手となることを狙

うものである。 

そもそも学卒院生は，教育実習を経て教員免許を

所有しているとはいえ，勤務経験がないために学校

組織の全体像や校務分掌の具体に関する知識は極

めて乏しい。そもそも，新採用教員は初任校に着任

したのちに OJT とその他の初任者研修をもって学

校組織の全体像や校務分掌の具体を習得していく。

必然として，校務の有力な担い手になるまでには時

間を要する。 
そこで，本学教職大学院では，学卒院生が校務の

有力な担い手として，採用直後にその力を発揮でき

るよう「学校マネジメント力開発実習」における実

効性ある内容・方法を追求する。 
本学大学院における，学卒院生の「学校マネジメ

ント力開発実習」の目標について，シラバスには「校

務分掌の一翼を担い，教職員と協働して一定の役割

を果たすことで，学校組織の一員として学校運営に

参画し，学校改善に資する実践的能力を身に付ける」

とある。 
また，授業計画としての実習内容には，「校長及

び副校長の講話を通し，附属校園独自の役割，学校

経営目標とそれを実現するための校務分掌の実際

について理解する」「研究主任による研究テーマの

変遷，新テーマの設定，責任分担，研究班編成と研

究の進め方等に係る説明を聞き，補助業務の一部分

担を通して附属校の役割遂行における研究推進の

重要性を理解する」「ジョブシャドウイングや補助

業務を通し，学校運営が教職員の協働により成り立

つことを理解する」などがある。 
ここでは実習内容として，講話聴講，業務補助，

ジョブシャドウイングと称する教職員（ここでは主

事主任を想定）の観察が挙げられている。ここで生
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ずる懸念は，学卒院生は学校組織の全体像や校務分

掌の具体に関する知識は極めて乏しい状況にある

ために，これらの取組が受動的になりやすいのでは

ないかということである。昨今話題のアクティブラ

ーニングを引き合いに出すまでもなく，学卒院生に

とっての学びを能動的なものにしたい。 
そこで，筆者らは学卒院生の「学校マネジメント

力開発実習」における能動的取組を促す実効性ある

内容・方法として，インタビュー手法の開発を試み

る。これを，講話聴講を代替・補完する取組として

位置づけ，受動的になりやすい聴講という行為を，

自らが訊ね聴き取るという行為として能動的に変

えていくことを期するものである。 
そもそもインタビューは，目的に基づいて行う，

直接的な相互作用を通して行われるデータ収集法

である（徳田治子，2007）。この用途として，例え
ば企業においては，顧客のニーズを的確に把握する

ための方法として「業務把握インタビュー手法」の

開発がなされている（石垣，指田，矢島，2007；矢
島・椎野・山岡，2011）。また，インタビュー自体
は，教員が職務上の体験から学んだ内容や，学校組

織の実態や課題を明らかにするための調査研究の

手法にも使われるなど汎用性の高いものである（例

えば，石上，2013；大部・鄭・野呂，2010；山本・
浅田・野嶋，2007）。学卒院生の「学校マネジメン
ト力開発実習」での適用に際しては，条件（目的や

情報提供者の属性など）に合わせた手法の開発が必

要であろう。逆を言えば，汎用性の高さゆえに，条

件に即した取り組みが可能である。 
本稿では，学卒院生の「学校マネジメント力開発

実習」で使用可能なインタビュー手法を開発，提案

することを目的とする。 
 

２．方法 

インタビュー手法の開発のため，「学校マネジメ

ント力開発実習」の模擬実施を行い，その具体的

内容及び手順を実践的に検討する。具体的には，

インタビューの実施準備，実施及び事後指導とし

ての「リフレクション」を実施する。 

インタビューの実施に際しては，第一筆者の指

導によって第二～七筆者が学卒院生役として，イ

ンタビュー計画を構想し実施した。 

また，第八～十一筆者は，インタビュイー（情

報提供者）役及び助言を担った。 

インタビュー実施後の「リフレクション」で

は，第二～七筆者に対して，第十二～十三筆者が

指導を担った。 

 
３．結果 

（１） インタビューの実施にかかる基本方針 

① インタビューの目的と内容 
学卒院生の「学校マネジメント力開発実習」の目

標，「校務分掌の一翼を担い，教職員と協働して一

定の役割を果たすことで，学校組織の一員として学

校運営に参画し，学校改善に資する実践的能力を身

に付ける」ことに資するべく，インタビューの目的

を定めたい。そこで，業務把握を目的とするがそこ

には，下記内容を骨子とした。 
・業務の内容とその位置づけ，すなわち，その業務

が学校組織全体の中でどのように位置づけ，機能を

担っているのか。 
・主要な業務内容について，それらがどのような目

的でなされているのか。 
・主要な業務内容について，それらがどのような方

法でなされているのか。 
・主要な業務内容について，それらが関係者との間

でどのような作用があるのか。 
・主要な業務内容について，それらに関してどのよ

うな課題があるのか。 
② インタビューの形式 

 インタビューは，半構造化面接の形式で実施した。

一定の構造は，インタビュアーの技術やインタビュ

アーと情報提供者の関係性の不足や未熟を補うも

のである。また，学卒院生の予備知識の不足は，情

報提供者の発言に端を発してさらなる質問を産み

だす素地ともなる。ここでは随時の追加質問のチャ

ンスがあることが重要であり，インタビュアーの裁

量があったほうがよいと考えられた。 
③ インタビューの実施時間 

インタビューの実施時間は，学校現場で実施さ
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れることから，おおよそ時間割上の一単位時間と

した。これは，実習校への負担を最小限にするこ

と，制限時間内に効率的に情報収集をすることの

二点を実習生の心構えとしたいためである。 

（２） インタビューの実施 

 この実施に際しては，アンケートの質問項目案

の作成，予備実施とその結果に基づいてのアンケ

ート項目の修正，本実施という三段階を想定し

た。以下にそれぞれの段階の手順を記す。 

① 質問項目案の作成 

・模擬実施の趣旨とインタビュー調査の方法に

関する先行研究のレビューを行った。 

・第二～七筆者が二グループ（以下では，Ａグ

ループ，Ｂグループと称す）を編成した。 

・グループごとに，先に記した骨子に即してイ

ンタビューの具体的な項目を構想した。これ

らは，聴取記録用紙を兼ねたインタビューシ

ートとして制作した。 

② 予備実施と質問項目の修正 

・予備実施は，平成 27（2015）年 11月 16日

(月)，16：30-18：00に行った。インタビュ

イーとして新人教員（20代，男性，近隣の特

別支援学校勤務）を招き，両チームが相互に

参観しながらインタビューを実施した。 

・この結果に基づき，質問項目，進行要領など

を検討した。特に質問内容の整理をし，時間

内での実施できるよう修正を加え,質問項目を

確定した。これを表１，表２に示した。 

 

表１ インタビュー項目（Ａグループ） 

質問項目 下位項目 

Q1.先生のプロフィ

ールについてお聞

かせください．  

氏名，性別，所属，教員歴，校務分掌 

Q2. 学校での 1日

の流れについてお

聞かせください． 

時程，授業及び授業に関わる内容，校務分

掌に関わる内容,その他 

Q3.学校での 1週間

の流れを教えてく

週日程，授業及び授業に関わる内容，校務

分掌に関わる内容,その他 

ださい． 

Q4.先生の校務につ

いて，種類や内容，

それを行う理由に

ついてお聞かせく

ださい． 

研究部の主な校務，学校の研究テーマの決

め方，研究部での会議の開催頻度と内容，

研究部の業務が児童生徒の学校生活に与え

る影響，貢献できていると実感できる場

面，今後の課題，課題の改善策の構想，研

究部員として求められる力，校務に携わる

心がけ，初任で配属された校務，どのよう

なイメージがあったか，校務分掌はいつ決

まるのか，誰が決定するのか，毎年変わる

のか，変わるとしたらその理由，研究部の

業務でやりがいを感じる場面， 

 

 

表２ インタビュー項目（Ｂグループ） 

質問項目 下位項目 

Q1.先生のプロフィールにつ

いてお聞かせください．  

氏名，性別，所属，教員歴，現任

校歴，校務分掌，学部，学年，学

級，職名 

Q2. 学校のプロフィールに

ついてお聞かせください． 

校名，障害種，教員数，児童生徒

数 

Q3.業務内容について教えて

ください． 

時程，週日程（ある１日，ある１

週間を例に） 

Q4.学校組織全体と先生の校

務分掌のかかわりを教えて

ください． 

校務分掌の種類と業務内容，所属

の校務分掌での担当業務内容，担

当業務をスムーズにこなすために

必要なこと，担当歴，引き継ぎの

仕方，校務分掌の業務でのやりが

い，苦労，校務分掌内での連携協

力，必要とされる力 

Q5.学校経営についておしえ

てください． 

学校経営の目標，それと校務分掌

業務との関係，現時点での貢献の

度合い，より貢献するための課題 

 

③ 本実施 

・本実施は，平成 27年 12 月 25日（木），10：

00～10：50（50分間），本学教育学部附属特

別支援学校にて行った。Ａチームは研究主任

を，Ｂチームは教務主任をインタビュイーと
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した。 

・チーム内でインタビュアーと記録者，聴取内

容の記録作成者を分担した。両チームともに

インタビューは，和やかな様子で順調に進

み，想定時間の 50分で完了した。 

・インタビュー実施中には，あらかじめ準備した

インタビューシートに手書きメモを記し事後

にＰＣに入力し，聴取記録とした。この作成例

を図１，図２に示した。 

・インタビューシートは，インタビューの進行表

であると同時に記録表でもある。図１では，イ

ンタビュー項目を構造的に配列しメモしやす

いように設計されている。また，進行の目途と

して，時間配分を明記している。図２では，タ

イムラインを記し，効率的にメモしやすいよう

にしている。なお，ここでは「ある１日の業務

内容」を尋ねており，インタビュイーが具体的

かつ日常的な業務内容を想起し回答しやすい

工夫もある。 

・事後には「省察報告書」（記入例；図３）を作

成した。省察報告書は，第一筆者が試作した様

式であり，「インタビューの実施概要（日時や

情報提供者）」「インタビューの内容（目的，方

法，結果）」「省察（業務内容の意義，学校経営

との関連,新人教員となったときどのように関

わりたいか）」を設問とした。この回答に際し

ては，個々人が作成したものを持ちより，各チ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ーム内で協議したのちに集約した。このチーム

内での協議は，個々人のインタビュー経験を相

対化する，いわば予備省察のプロセスとして想

定した。 

（３）リフレクションの実施 

①リフレクションの方針 

本来の「学校マネジメント力開発実習」では，  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ インタビューシートの記入例② 

の例 

 

図１ インタビューシートの記入例① 

の例 
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インタビューを含め，ジョブシャドウイングや業務

補助など総合的な調査をもって実施される。ここで

は次の４段階を経る。なお，このうち，学卒院生は，

３段階までの到達を目指すことを構想し，リフレク

ションを進める。 

・第一段階：対象者，学校組織，職務内容等を知る。 

・第二段階：現状認識を明らかにする。 

・第三段階：現状の改善策を明らかにする。 

・第四段階：学校マネジメントを踏まえ実習校にお

ける今後の取り組みの構想

を把握する。 

②リフレクションの手順 

リフレクションは，上記

方針を踏まえ，平成 28年 1

月 19日（火），20日(水)，

いずれも午前中の（50分

間）にチームごとに実施し

た．具体的には 

次の手順で実施した。 

・概要の報告（聴取記録，

省察報告書に基づいた学卒

院生の発表による）。 

・項目毎の聴取内容に基づ

く省察（院生同士の質疑応

答，教員との質疑応答によ

る），まとめ。 

 教員からの質問によっ

て，学卒院生は聴取内容に

おいて無自覚であった不明

点などに気付き，新たな知

識を得たり，特別支援学校

と通常の学校における相違

や，附属学校と公立学校に

おける相違に気付いたりし

た。例えば，「校内教頭」

という役職が附属特別支援

学校に独自であること，

「学校評価での満足度

100％をめざすこと」が特

別支援学校文化として独自であるかもしれないこ

と，さらに「校内教頭の出勤時刻と退勤時刻が，

勤務時間と不一致である状況」が「同僚の動静を

見守る意図」と「労働条件の妥当性」という意図

や課題性を有していることへの気付きを得たこと

などである。 

 これら聴取内容の咀嚼を進めながら，学卒院生

は，リフレクションの３段階まで省察を進めた。

最後に，「得た知見を一言で表すと何か」との質問

に対して，学卒院生は次のように応答しリフレク

   図３ 省察報告書の記入例 
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ションを締め括った。「教員が，コミュニケーショ

ン，知識など自分なりの力を活用することが協働

になること」「授業づくりの背景には，校内研究を

実務的に進める研究部の取組があるということ」

「子どもの学校生活は教師の業務の積み重ねを土

台としていること」「授業以外にも多くの業務があ

ることを把握することができた」「教師がどのよう

な思いを持って業務に当たっているかがわかっ

た」「組織は個人個人が動かすが，個人個人が有機

的に関わっているとわかった」。 

 

４．考察 

（１） インタビューにおける「当事者意識」 

 インタビュー手法の導入は，学卒院生にとって

の能動的な取組の発揮を期して発案したものだっ

た。換言すれば，当事者意識ということである。

学卒院生は，近い将来，新人教員として学校に勤

務することを想定していくつかの質問項目を設定

していた。例えば「初任で配属された校務」「どの

ようなイメージがあったか」「引き継ぎの仕方，や

りがいや苦労」などである。これは当事者意識の

一端である。そして，当事者意識とは，能動的な

取組の原動力になるものだろう。 

（２） インタビュー「有機的連関」 

 そもそも「学校マネジメント力開発実習」にお

いて，インタビューは一つの調査方法である。こ

の他ジョブシャドウイングや業務補助等を通じて

総合的に取組むことになり，相対的にインタビュ

ー手法の実施割合は低下するだろう。 

しかし，質問項目を設定し，それに即して調査

を実施するという構造は，あらゆる場面に通底す

る。半構造化面接ではなくとも，業務補助をしな

がら質問項目を思い付き，職務の合間に尋ねた

り，ジョブシャドウによって情報収集したりする

こともあるだろう。インタビューの実施の有無あ

るいは構造の有無にかかわらず，質問項目を構想

することは，学校に対して当事者意識を持って関

わろうとする意思であり，仮説を持つことでもあ

る。「学校マネジメント力開発実習」における多様

な調査方法は，インタビュー手法によって有機的

連関をなすだろう。 
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